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特集
手話を通じて地域とつながり、仲間と想いを分かち合う

港北区手話サークルあじさいの会

（港北区手話サークルあじさいの会の皆さん）
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P.4 区民活動支援センターからのお知らせ
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特集

昨年創立40周年を迎えた港北区手話サークルあじさいの会。学生時代から20年以上活動を続けているベテラン

メンバーから、最近手話に興味を持ち始めた小学生まで、現在の会員数は43名。手話通訳士を目指す方、聴覚障

がいのある方との会話を楽しみたい方など、手話を学ぶ目的はひとそれぞれ。手話の楽しさを知り、メンバー同士で

手話を使って会話を重ねながら、ろう者への理解を深める活動を続けている「あじさいの会」を取材しました。

手話を通じて地域とつながり、仲間と想いを分かち合う

港北区手話サークルあじさいの会の取組を紹介します！

手話初心者から上級者まで、楽しく学び、教え合う。

区内で活動している手話サークル

毎月第３・第４金曜日は、メンバー全員が揃う交流会

今年9月の「交流会」では、11月に日本で初めて開催され

る「東京2025デフリンピック」に向けた学習会として、デフリンピ

ックにスタッフとして参加経験のあるろう者の仁木尚美さんを

講師に迎え、「国際手話に触れてみよう」が実施されました。

記念すべき100回目のデフリンピックが日本で開催されると

あって、以前からメンバー全員で応援に行く計画を立ててい

たこともあり、一段と熱が入っています。

スライドを使ってデフリンピックの歴史や競技種目について

学んだ後は、日本手話と国際手話の違いを、実際に手を動

かしながら体験することで、理解を深めていきます。

国際手話に触れてみよう

交流会の会場では手話の読み取り通訳のウィスパリング

（ささやくように伝える通訳方法）だけが聞こえ、メンバーは一

言も発することなく、講師の表情や手の動き、身体全体の表

現に集中しながら中身の濃い時間が流れていきました。

また、あじさいの会は港北区災害ボランティア連絡会にも

加盟しており、災害時には手話も使ってろう者を支援する活

動にも積極的に取り組んでいます。

初級クラス

「最初はみなさん手話がわからなくても大丈夫。サポート役

の人がフォローしてくれますから」と話すのは、ろう者のメンバ

ーであり、入門クラスの指導も担当している近藤邦子さん。

「手の形は覚えにくいこともあるけど、何度も繰り返すうちに身

についていきます。半年続ければ楽しくなりますよ。」と、手話

を使って丁寧に教えてくれました。

動画を活用して自主的に学ぶ熱心なメンバーも多くいます。

毎月第１・第２金曜日は、レベル別に分かれた学習会

活動日は、毎週金曜日の夜。第１・第２週は、メンバーのレ

ベルに合わせて「入門」と「初級」の2クラスに分かれ手話の

学習会を行っています。第３・第４週は、「交流会」として、メ

ンバーが一同に会し、いつもとは違う学習会を実施しています。

納涼会

入門クラス

クリスマス会

活動日：水曜日（月３回）14：00～15：30

場 所：港北区福祉保健活動拠点多目的研修室

今年で創立45年！手話を学び楽しく交流しています。

港北手話サークル梅の会

お問い合わせ：港北区社会福祉協議会 TEL 547-2324 FAX 531-9561

活動日：毎週金曜日 18：30～20：30

場 所：綱島地区センター

港北区福祉保健活動拠点多目的研修室

港北区手話サークルあじさいの会

ウェブページ
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「わがまち港北」スポット 横浜市大倉山記念館

東急東横線大倉山駅の坂を上がった木立の中に「横浜市大倉山記念館」があります。昭和7年（1932）に創建された

建物は90年を超える今も当時の趣きを残したままです。大勢の入場者を集める春の「観梅会」や秋の「大倉山秋の芸術

祭」。また５月には「こどもフェスティバル」、12月は「小さな丘のメリークリスマス」など、地域に密着した催し物が多数行わ

れる文化施設として市民に親しまれている「横浜市大倉山記念館」をご紹介します。

住 所：横浜市港北区大倉山2-10-1

実は気軽に利用できる文化施設

ギリシャ神殿を思わせる外観に、荘厳なエントランス、

東洋を象徴する木組みを用いた部屋。横浜市指定有形

文化財に指定されている趣のある文化施設ですが、実は

市民が手軽な料金で利用できる公共施設です。各施設

は小規模な音楽会、研修会、会議、趣味サークルなどの

活動に活用されていて、回廊式のギャラリーは、絵画、写

真、生け花などの展示に利用されています。

また、映画やテレビのロケ地としても数多く利用され、最

近では他所には無い景色と共に美しい写真が残せると、

婚礼の前撮りに利用される人も増えているそうです。

https://o-kurayama.com/

管理運営は日比谷花壇グループ

横浜市大倉山記念館
イベントのご案内

▲横浜市大倉山記念館

休 館 日：公式ウェブサイトまたは記念館にお問い
合わせください。

電 話：045-544-1881 FAX：045-544-1084

開館時間：9時～22時

交 通：東急東横線「大倉山」駅より徒歩7分

詳細はこちら

利用申込受付時間：9時～20時30分

入館受付終了：21時

＊利用申込には横浜市市民利用施設予約システムの利用登

録が必要です。詳細は上記公式ウェブサイトをご覧ください。

▲正面吹き抜け

▼第５集会室

展示してある作品の一部

花音（はなおと）コンサート

春夏秋冬の季節ごとにホールにて開催しています。

来場者には演奏者からその時の「キーフラワー」を

１輪プレゼントしています。

プリザーブドフラワー教室

２か月ごとに季節にあった花材

で素敵なアレンジメントを作って

います。とても人気で申込み開

始からすぐに定員になるそうで

す。受付はお電話のみ。

◀

公式ウェブサイトはこちら▶

平成28年（2016）4月から日比谷花壇・西田装美共同

事業体が指定管理者として管理運営を行っています。館

が主催する事業は、日比谷花壇ならではの「花」をテーマ

にしたものが多く、季節感を提案するイベントとなっていま

す。あなたも参加してみませんか。
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区民活動支援センターからのお知らせ

第３回 人がつながる地域の居場所づくり

市民活動グループ・団体のための

つながるカフェ

活動する人のためのICT講座日吉の本だな交流イベント

港北区版
エンディングノートの書き方入門

会 場：日吉の本だな（慶應義塾大学協生館1階：日吉４-１-１）

日 時：１月30日(金) 各回30分
入替制 (３回とも同じ内容)
①14：00～ ②14：45～
③15：30～

定 員：

多数の場合は抽選

応募締切：１月22日(木)

冬から春にかけて、楽しいイベントや講座が盛りだくさん！詳細・申込はこちら

港北区 講座イベント情報 検索

女性のがんを知る、わたしを守る
～セルフケアについて考えよう～

日 時：２月1９日(木) 各回45分

入替制（2回とも同じ内容）

①10：15～ ②11：15 ～

定 員：各回８人 多数の場合は抽選

女性（テーマに関心のある30～50代の人）

応募締切：２月９日（月）

日　時：１月25日(日)10：00～12：00 定 員：40人 多数の場合は抽選

会 場：港北区役所４階１号会議室 応募締切：1月9日(金)

第２回 まちと生きる本屋のカタチ

石堂書店・中岡祐介さんから、地域に根ざした書店を拠点に「本と人が出会う

場」 としての魅力や、文化活動・地域との関わりについてお話しいただきます。

日　時：２月７日(土)10：00～12：00 定 員：20人 多数の場合は抽選

集合場所：いの池 応募締切：１月23日(金)
※詳しい場所は参加者にお知らせします。

港北地域学講座

日 時：１月24日(土) 、１月27日(火)

いずれも13：30～16：00

２回とも同じ内容、どちらか１回

会 場：港北区役所３階３号会議室

定 員：各日16人 多数の場合は抽選

自分のスマートフォンを持ち、LINEを常的に

利用している人

応募締切：１月７日（水）

参 料費加 無今号で紹介するイベント

これまでの人生を振り返りながら、ノートに書
いて、これからの暮らしを一緒に考えてみま
せんか。

港北区区民活動支援センター（港北区役所４階48番窓口）

〒222-0032 港北区大豆戸町26-1

TEL&FAX 540-2246 Eメール ko-center@city.yokohama.lg.jp

開館時間 月～金曜 8時45分～17時 （土・日曜、祝日、年末年始除く）

港北区区民活動支援センター

港北区周辺の団体から寄せられたイベント情報は、右の二次元コードからチェック！

アドバイザー

入田 直子さん

元NHK「おはよう日本」

リポーター

日　時：２月14日（土）10：00～12：00

会 場：港北区役所４階１号会議室

定 員：50人 多数の場合は抽選
対 象：地域に関わる皆さん、これから

活動を始める人も大歓迎！

応募締切：２月５日（木）

第１回 多世代に活動の思いを
伝えるコツ

港北区内で地域活動をするグループや自
治会に所属する方、活動を広げるツールと
して、公式LINEを学んでみませんか。

仕事に子育てに忙しい毎日だからこそ、自分
の体と向き合う時間が大切です。区役所保健
師からセルフケアや予防の大切さを学びます。

＼地域活動をサポート！／
公式ＬＩＮＥ入門講座
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★ 遊学スポット （港北区内・周辺のイベント情報）

各回大人(18歳以上) ４人

ご自宅の1階を地域に開いた大森さんご夫妻。ヨコハマ市民まち普請事業に

採択されたその居場所づくりと「グリーン＆クリーン大倉山」などの地域活動から

暮らしの中でつながりを育てるヒントを探ります。 ※居場所を見学します。小雨決行


